
 

太田市立沢野中央小学校 

学校だより 

第４号 平成30年５月14日 

 学校では、小・中・高校に関わらずどの段階でも

キャリア教育を行っています。子ども達が将来社会に

出て、充実した社会生活がおくれるように小さいとき

から力を付けていくことが大切です。「キャリア」と

言うと、就職してある一定の技能や地位のことととら

えてしまいそうですが、学校では広い意味でとらえて

います。 

 子どもの心と体は、発達段階を一歩

一歩上がっていきながら成長していき

ます。そして、発達段階に応じて適切

に自己との関わりにおいて働くことの

価値付けを行っていきます。学校でも

家庭でも、当番や仕事や担当というも

のがあります。集団の中で自分の役割

を 果 た し

な が ら、

自 分 ら し

さ を 磨 い

て い く こ

と で す。

つ ま り、 

「社会の中で自分の役割を果たしなが

ら、自分らしい生き方を実現していく

こと」が重要であり、それを支援する

のがキャリア教育です。 

 １年生においては、給食当番がしっ

かりできることやクラスのルールが守

れることなども、キャリア教育の基礎

になります。集団

の中で、秩序を守

りながら、自分の

やるべきことがで

きる力を育ててい

きます。 

○ 自己理解を深め、主体的に行動することを通し 

 て、自己の個性を生かしながら、希望をもってよ 

 りよく生きようとする態度を育てる。 

○ 社会生活に必要な知識や態度を身につけるとと 

 もに、コミュニケーションを図り、人間関係を築い 

 ていこうとする態度を育てる。    

○ 学ぶことや働くことの意義を理解し、自分ので 

 きることを進んで行い、社会に貢献しようとする 

 態度を育てる。 


